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平成２７年２月２５日（水）、札幌プリンスホテル

国際館パミールにおいて、「第３回地域防災部会」が

開催されました。会議では、今年度の部会活動の総

括と来年度の避難所運営体制づくりや部会運営につ

いて話し合われました。 

来年度以降の避難所運営体制づくりは、可能な限

り早期に区内全域に取組を広げるため、説明会、避

難所運営リーダー養成研修会、地域の自主活動に資

する資料の提供などを検討しながら、緑丘小学校、 

山鼻中学校の取組後、伏見中学校、三角山小学校に着手することが報告されました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

中央区  平成 27年（2015年）３月 

まちづくり会議通信 
第１３号 

◆このリーフレットは、中央区のまちづくりに関する様々な課題や情報

を、地域の皆さまと共有するためにお届けいたします。 

１ 平成 26年度（2014 年度）第３回地域防災部会の概要について 

 

（裏面へ） 
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平成 26 年度の地域防災部会の活動 
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避難所運営体制づくり 

講演会及び会議を開催。東日本大震災時の

避難所の実態を知るとともに避難所運営体

制づくりの取組趣旨を確認した。 

8/15－9/12 

区内自主防災組織

等へ取組意向調査 
（参考掲載）9/11豪雨による避難勧告発令 

緑丘小、啓明中、山鼻中、伏見中、伏見小、

大倉山小が避難所開設された。 

取組意向調査結果と9.11の事例を踏ま

え、緑丘小・啓明中、山鼻中を新規取組校

とした。 

新年度は伏見中、三角山小に着手することとした。 

新年度の部会は、6月、9月、2月頃の3回を予定。 

ワークショップ形式での開催や避難所検討会の視察を予定 

第１回地域防災部会 

講演講師 天野氏 

第２回地域防災部会 

第３回地域防災部会 
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第１回 

宮の森小検討会 

4/18－5/18 アンケート調査 

第２回 

宮の森小検討会 

第３回 

宮の森小検討会 

第４回 

宮の森小検討会 

第５回 

宮の森小検討会 

2/19 緑丘小避難所運営検討会 

事前協議 
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第１回 

緑丘小検討会 

 

 

開始！ 

 終了！ 

開始！ 

（勉強会、施設見学） 

（避難所ルールグループ検討） 

（避難所運営ゲームで検証） 

（避難所運営委員会等の検討） 

（避難所運営委員会規約、 

運営マニュアルの最終確認） 

H26 

H27 
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 平成 26年 10月 18日（土）、気持ちのよい秋晴れの中、市電の西線沿線付近などにおいて「中

央区まちづくり会議市電部会視察会－ポラリスで GO!西線ウォッチ!－」が開催され、中央区の連

合町内会役員や、伏見中学校の生徒など約 30 人が参加しました。 

 この視察会は、高齢者や子どもが利用しやすい車両や 

駅の構造、市電や沿線の魅力アップなどについて、実際 

に沿線地域を散策しながら意見交換を行うことを目的に 

行われました。 

 参加者は、電車事業所で市電の歴史の説明を受け、サ 

サラ電車の見学を行った後、市電沿線の洋菓子店に立ち 

寄り「市電にちなんだお菓子」を購入したほか、大宥寺
だいゆうじ

 

やカトリック山鼻協会を散策しました。 

                   参加者からは、『ポラリスには車いすエリアが設けられ

ているが表示が解りづらい』といった感想のほか、参加し

た中学生からは『もっと中学生に市電を利用してもらうた

めに、自分たちでポラリスの車内に装飾をしたい』『市電

に乗っていると、ビルの間から紅葉している藻岩山が見え

た。違った表情の藻岩山が見られて良かった』など若者な

らではの新鮮な視点からの感想が相次いでいました。 

 

 

 

 

 平成 27年２月４日（水）、中央保健センターにおいて、 

「中央区まちづくり会議第３回市電部会」が開催され、 

町内会や市電の会などの市電に関する関係団体、市職員 

など 30人が参加しました。 

 まず、事務局から、これまでの市電部会の活動内容と、 

その中で出された市電の現状・魅力や課題などについて 

報告がありました。その後の意見交換では、出席者から 

『他の乗り物に比べて、アットホームな雰囲気で身近に感じる。コミュニケーションが取りやす

い乗り物というのが市電の魅力』『新型車両ばかりでなく、旧型車両の魅力をどう活用していくか

という視点が必要』『時間帯によっては、車よりも早く目的地に着くことができることや、料金な

ど、他の移動手段との優位性を明確に示すことが必要』など、活発な意見が出されていました。 

 続いて札幌大通まちづくり会社から、現在同社が取り組んでいる沿線小学校との連携事業につい

て、服部統括部長より、来年度、資生館小学校において「市電を入り口にして地域を見つめ直す」

というテーマのもと５年生の総合学習を実施する予定であることが報告されました。 

 

２ 市電部会現地視察会 -ポラリスで GO!西線ウォッチ!- について 
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３ 平成 26年度（2014 年）第３回市電部会の概要について 

 

 

 


